
無線短波障碍と地球磁場の獲化’

今 道 周

V町iationsof the earth magneもicfield observed. during 
卸・calledDollinger effect of radio waves: 

By S. I延AMITI.

Abstract :-20 c凶esof 48 radio short wave必B旬.ll'bances,which伺 curedin也eperiod from 
MArch, lD節句Januarly,1987 were a図ociatedwith magnetic variations. Inv飽色igationof them 
b凶 leまto泊。followingz倒ults;a). M暗ne色levaria針。悶accompaniedby Dellinger ef伽:thave 
自ucba句ndencythat柏町凹curto泊ere踊e色heamplitudes of diuronl a判~etic variationsぃ
b). Increase of ionisation density of upper atmosphere during this phenomenon is greater at 
加盟且ln句 Bthan at o也ertimes，岨dfrom this i色isconch必edthat色.beionfsa$ion originaぬsJn 
ultraviolet light of the園田． c). Increase of ionisation density is in m伺色 casesbelow u; 
鉱mesof il.'s usnal value of色hecorr四 pondingtime of曲edays, but some times it舵 CUl8
over S times. d). The酷叫ofthe or単nof diurnal magnetic variation B舗 ms色obe found 
inもhelower ionl!ation 111.yer. 

i.緒宮

短波の陣碍は以前から官事者聞に問題とたってゐたととであるが，一九三五年十月に DeUiger

氏。，が54日の週期をもって陣碍現象が起る事を蛮表して以来殊に興味を引くに到った．此の54日

週期は致問起った後消滅した績に見えるが，此の事以後短波障碍を一般にデPンジャー現象と稀し

てゐる．筆者は以前から短波障碍と地球磁力との関係を調書Eしてゐたが，陣碍時刻に相官して磁力

に帯るしい製化があっても，同散が一二回に過ぎ1.tかったので此の雨者の聞に関係がある事を碕冒

する事は出来たかった。然るに一九三六年七月以後雨現象が同時に起ってゐるのを撒間観測したの

で，僅かた材料からの結果ではあったが一九三六年十月の電波合識に於て，デPンジャー現象に伴

ふ磁力製化の大きさが正午附近に極大を有する事，及びモの原因を上府大集の粉織による電躍増

加による事を述べた．共後多くの材料が集まったので，一九三五年三月から一九三七年一月までの

期聞に就き柿岡，型原及び背島の材料に泣き以下の閥査を得た．

2.材料

デリンジャー現議に闘しては一九三五年の分を外国の報告からとり，一九三六年及び一九三七年

は中央集象韮無線掛及び国際無線電話株式合枇より得たもので，此の機合に厚〈感謝の意を表する．

上の期聞に於ける現象の起時は戎表の遁Pで＠印は磁力製4むを自記配線紙上に観測し得たもので

ある．

・昭和十二年四月九日大日本主主Rt集合月次舎にて褒表したものである．
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無線短波障碍主総球磁場の便化
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14 

最後の列は現象の起時附近に就いての磁場の活動燃揺を表はす撒宇でaうって，（0）は静穏，（0＇・5）は
精静穏，（1）は精擾鼠，（2）は擾黄Lを表はす．
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雨現象の特長

無線短波の故障は念激にキヤリヤー弱くたり， b』 3分後殆E不感或はさを〈不感と1tL 撒分後

或は十数分後債に感じ始め漸時強度を増加して復奮するの料騨的のものである．磁力臨も上の

現象κ釘隠して費4むしてゐる．第1聞はー九三六年十ー月二十五日に起ったものでるるが，国の様

無線短波町碍と地主主磁場の雪量化

s. 
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無線短波聞事事と地重量磁掲の震化
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17 無線短~障碍と亀球磁場の書毒化

に念でたく緩やかたものもるる．

起時も表によって明かである援に日出から日渡までの笠聞に限られ，それも正午附近に多い．夜

間は殆んE起らたいも例吋也の笠間部に雨現象があっても影響はたい．第2園は各時聞に劃する

南現象の生起同教を示す．画中酷線及。印はデリンジヤF 現象を示し，鎖娘及メ印は磁力使佑

を観測したもののみを表はす．固から明かである様に，雨現象共13時頃に極大を有し午後は午前

より傾きが大きい．磁力襲化の方向は，水平分力に於ては柿岡，盟原及び青島共地方時の 13時頃

を撹としてお時前は相蛍時刻の値より減少し 13時後は増加してゐるが13時附近では増減交々

である．

偏角は 10時頃を撹としてその以前は減少し以後は増加してゐる・今各日の磁力饗佑曲棋のかわ

りに，静穏日の－a手の平均日艶俗曲線をとり，此の曲紘を基線として観測した磁力艶佑を， その時
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国8 f思刻に相臨して記入すると第3囲乃至第

8聞の如くたる．第 3,4, 5聞は夫々
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柿岡，堕原及び青島の水平分力ぽ）の

費佑で，第 6,7, 8聞は夫々柿岡の偶

角（D）垂直分力 （Z）及び水平成分

げEヰDi）でるる．勘繰は恨りに此の

現象による費化の平均を聾いたもので
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あって，此れによって短波故障に伴ふ

磁力費佑は日饗佑の掻幅を増大する様

に起ってゐる事治鳴る．筆者はHaun『

ca yo及び Cheltenhamに於ける饗佑

に就いても調べて見たが，大鶴岡様の

結果を得た．

磁力鑓化の考察

デリンジヤF 現象は太陽からの緬射によって，土居大集の電離密度治埼加する錦めであろうと云

ふ事は，理論上からも亦節則上からら一般に承認されてゐるものであるが，此の現象に伴ふて，磁

4, 

力日饗佑の振幅を増大せしめると去ふ事は自費化の原因が，上居大築の電離居に関係してゐる事を

信ぜしむるものである。個々の電離嬰佑に封臨して，夫々磁力嬰化を規制した事は今日まで経験し

aかった現象であって，此の南現象の関係は磁力日鍵必の直接原因が土居大集中の何れの居にt>る
かと云ふ磁力日費化に閲する一つの基本問題に劃して，手が~ .！＞を暗示するものである．上の聞



銀総短波隊碍と地球磁場の.化~8 

3～8から見ると日鑓化曲線からの侃位は振幅の頂上附近が最も大きい。磁力日鑓佑の理論は未だ
決定しないが，何れにしても形式上上居大集中の電流によるものと仮定すれば，一視測地の聾聞に

就いては簡単に衣の様に表はす事が出来る。

F = Oio sin pt. 

Cは定数， hは全電流の平均値である.po及びEoF は観測鮎慎二於ける日密化の磁場の強さ，

を平均の電離密度及び常位差とし μを定数とすれば，

io=μpoEo 

従って，

F= OμpoE.o sin pt. 

今 pが鑓佑するとすれば．

F
一
向

勿
an
 

凶FU
 

F

一P
A
一ム

AF＝手企P・
Ve> 

とれから

F gpちその時刻に於ける日鑓4むの磁場に比例する事にたる．とたり費佑 AF はムp のみたらす•，

圃3～8に於て按幅の頂上附近に於て捜化 AFが大であるのは此の理由によると考へられる．

電離 に 闘 する 考察

"Ap/po＝ムF/Fの関係から3 ムF/Fを知れば Ap/po

国 8に就いて， AF/Fを求めとれを時聞に封して記入したのが岡 9である．此の固によると正午

を知る事が出来るので，柿岡の水平成分
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少し前に極大がるらわれて居って，太陽治端1問に南中する時刻に相官しτゐる．此の事から電離は

関9 f事太陽の紫外棋によるものである事治可能察し得られる．

園9により電離の培加は最大で平常の三倍位と怠るが，哲－

Kaぬ10.花、3.0 遁は一倍字以下であるととが判る・上速の関係は大値の見極

めを付ける程度であって，自己感聴や，大地に感臨する電流

2.0 による影響は考慮され℃居らね．此等を考慮に入札ると増加

Chapman12＇によれ偽電の割合は上の値より小さくたる．

u 
離と時間との関係、は暦が商い時は日出後から日浪曲近くまで

正午K於ける電離に近い値を持続するが暦が低くなるに従っ

て，電離はE午を中心とする少時聞に制限される．もし太腸

18 to 6 よりの輯射増加によって，上方電離居の電離が制aし，共れ



無線短波路湾と泡まま磁場の後化 19 

治織力製佑の原因となるならば，デリンジャー現象及び磁力費佑は正午附近に密集せや，今少し散

観する笹であるから，上に硯測した結果から見ると，下方電階居によるのが主念願因であると考へ

られる．電波による研究からも E 及びFi屠はその電障密度の極大が正午と殆E一致するが， F:

居は此噂の居に比し不規則であるから，此の掛から考へても，下方電離居に原因がるると考へるの

が遁嘗でるるーと，患はれ叉デリンジャー現象の際に於ける電離密度の測定めも此の見解に助力を奥

へる．而して此の磁力艶4むが日費4むの撮幅に閥係する事から，自費佑を生十る主党k原因も亦下方の

電障居内にあると考へられる．デHンジヤ現象に際して F 及 E 府等の電離密度が何程艶佑する

かを敷北的に測定する事が出来るならば，岡 9と比較して興味ある事と思ふ．

8，梅要

デPンジャー現象に伴ふ磁力提佑は磁力日鑓4むの銀帽を増大せしむる方向Mこ起り，振幅増加から

推察し得た上居の大鎮の電離密度増加の極大は太陽の南中時に一致する．電障密度の増加は多くの

場合平常値の一倍半以下であるが三倍位It::建する事もある．爾現象の起時が正午を中心とする小時

聞に限られてゐる事，及び此の現象時K於ける電離密度の貨測から此等の鑓佑五び磁力関艶佑が下

方電障居に主な原因を有する事を推察した．

高島りに間関基長及び藤原博士カ唄味をもって此の調査に助力せられ，青島の伊藤氏及び盟原の平

山民治酒々御便宜を奥へられた事に謝意を表し，所員各位の御助力に感謝する．

(1) J.H. D申llloger,'New Radio Tr4Dsm国ionphenomenon'. Pb戸.Rev, Vol. 48, p. 71民 19お．

(2) S. Chapmao, •The absorp色>ionand dissociative or ionizing effect of monochromatic radiatfon 

in an atmosphere on a rota色ing回試h', Proc. Phys. Soc., Vol. 48, p. 28, 1931. 1る低， Vol.48, 

p. 4回，1981.

(S）前関~－.·所m Dellinger 現像の僚のm隠居（E 暦）のm障の！！ft ＇.旬t~a. • 56 ~. p. 12s, 1~回6.

前図鑑－， • Dellin酔r現制現時に於けるm態居の糊’．制能.'#f 57 ~. p. 748, 1987. 

昭和十二年二月於締岡地磁叙視測所．


